　波間にたゆたう赤い雲

三尺十八寸
　それは苑州に言ったときのことである。ふと立ち寄った飲み処でおもしろい噂を耳にした。

　咲花月の頃になると、ここ苑州にある西吏海岸付近の海中に、赤い雲状のなにかがみられるという。それは時に華似周辺にまでその現象は広がるらしい。毎年同じ時期に発生するというなら、それは単なる自然現象なのだろう。

　しかし、その現象は、噂を聞くだけではその情景は全く想像もできず、是非一度みてみたいと思わせるには十分で、私を西吏海岸へと足を運ばせるのである。


＊＊＊

　私が西吏海岸についたのは新月を過ぎ融雪月の半ばにさしかかるところだった。春とはいえ、海のそばではまだ寒く、下冬の程を様していた。潮風のせいもあってか、野原には下草しかみられず、所々に生えている木も、新芽のまま、葉が生えるにはまだ時間がかかりそうだ。海をみると、沖の方で鯨が潮を吹いていた。

　咲花月までしばらくの時間もあるため、私は西吏海岸のとある漁村によることにした。

　そこは、漁村とは言うものの、ほとんど廃村のように見えた。というのも、漁村であるはずなのに船はどれも陸に上がっており、漁業を営む町特有の魚臭さが全く感じられなかったからだ。確かに、長い嵐の後などで船が出せない場合このように活気がなくなることもある。それでも、暇を持て余した漁師たちが村の飲み屋や集会場などに集まっているため、ここまで寂れた雰囲気は出ない。

　私は違和感を覚えながらも、情報を集めるために近くの食事処に入った。木の実と魚の料理をだす、ささやかな料理屋だ。そもそもこのような人気のない村において料理屋があることは珍しい。客もそれほどこないのだろう。私は店に入るなり歓迎された。

「この村では、冬になったら、風が吹くまで漁はやらないんだよ」

　私が食事をしながら、この村に活気のない理由を尋ねると、店の主はそう答えてくれた。しかし、風とはどういうことだろうか。冬の間中、風は吹きそうな気がするのだが、その風とは違う別の風を指しているのかもしれないと思い、そのことを訪ねた。

「風とはどういう意味か。海のそばなら風はいつでも吹いているだろう」

　店主は笑って答えた。風は吹かないと。

「どう言うわけかわからないが、このあたりは冬から夏にかけて凪いでしまうのさ。船を出したくても出せない。まあ、手でこげば出せなくもないだろうが、そもそも赤い雲がただよっている間は危ないから誰も船はださないさ」

　赤い雲、という言葉がでた。私が聴きたかった言葉だ。さも当たり前のようにしゃべることから、このあたりの村では一般的なことなのだろう。私はそのことについてより深く訪ねてみた。

「赤い雲が出ている間は危険だとはどういう意味だ。そもそも、赤い雲とはなんなんだ」

　店主は少し考え込んだ。知らないこと、しゃべれないこと、というよりもむしろ、あまりにも身近すぎて私がどこまで知らないのかわからない、といった様子だった。そして、わからないことがあったらその都度聞いてくれと前置きして話始めた。

「そうさな、季節は冬から春だ。そのころに海の中にふわふわと雲みたいな何かが見えることがあってね。それが赤い色をしているからこのあたりでは赤い雲って呼んでいる。…立花月だけじゃないのかって？　いや、冬から春にかけてだったらいつでも見れるさね。確かに立花月のころが一番きれいにみることができるけど、その月だけってことはない。…場所はどこで見れるかって？　そりゃあこの辺の海だったらどこででも見れるさ、急に深くなってるあたりの、そうだな３尋くらいの深さのところに浮かんでるわな。…海底かって？　いや、海底にはむしろ無い、もっと深くまであるところの上に漂っている。いいかい？　それなら続けるよ」

　店主はそこで一息ついた。そして茶を私と自分の為に淹れると話を続けた。

「赤い雲自体は危なくはない。むしろ魚たちの隠れ家になっているようでいつもより大漁になるくらいさ。ただ雲の中に危ない奴がいる場合があるのが問題でね。十数年前までは、赤い雲の頃は、漁をするのに格好の季節だった。だが、ある時突然赤い雲の中から巨大な腕が伸びてきて、当時漁のうまかった奴らをみんな海の中に引きずり込んじまったんだ。それ以来、赤い雲は危険だと言われて、誰も漁には出ないようになった。それだけの話さ」

　なるほど、今この村が活気が無いのはわかった。ただ、いくつか腑に落ちないところがあるのも確かだ。

「店主どの、いくつか確認したい」私が問うと、店主はうなずいた。「まず一つには、なぜこんなにも完全に漁に出なくなってしまったのかということだ。大漁になろうものなら多少危険があってもでるものはいるのではないか。特に若者などは多少の危険など省みないだろう」

　店主はためいきをついた。

「もう若者たちはいないさ、みんなやられてしまった。そう、あの後もしばらくはみんな漁を続けていたよ。けれど５年も経つ頃にはもうみんな海の中さ。そのせいで誰も赤い雲の立つ頃には漁をやらなくなってしまった」

　そこで店主は一度茶を飲んだ。

「それに、大漁だからって無理して取りに行っても意味がないんだ。この村で食べる分には夏から秋の間の漁だけで十分だからね。無理してとって、干物にして街に売りに行っても、山を越えたりする旅費を考えるとそれほど利があるわけでもない。冬の間は、女は織物、男は塩を作って過ごすようになった」

　なるほど若者が行かないのでは無く、若者はいないわけか。それならば活気がないのにも納得がいく。若いものが居なければ自然とその村は活気がなくなる。

　また漁に行かない理由についてもよくわかった。その村は都からは遠いため、よっぽど良いものを持っていかないと利益は得られないだろう。そのうえ都は河の側にあるため、海産物はそれほど貴重では無い。織物と塩を生産していた方がよっぽど持ち運びやすく売りやすいだろう。

「では、次の質問をしてよろしいか？　…その赤い雲から出てきたという腕について何だが、どんな腕なんだ。まさか魚が人の手を持っているわけではないだろう」

　私がそう尋ねると、店主は少しのあいだ驚いたような顔をして、そしてすぐに好相をくずした。ああ、このあたりの人間にとっては、当たり前のことだったから、私を突拍子もないことをいった様に聞こえたわけだ。

「よその人にとっちゃ、たしかにわからないか。ここいらじゃあ烏賊とか蛸とかの足のことを腕って言うんだ。雲の中にはでっかい烏賊がいるらしいんだよ」

　ふむ、と考えてみる。烏賊の足か。烏賊なら確かに危険だろう。魚ならばせいぜい体当たりや咬みつかれるのに気をつければよいだけであるしなにより弱りやすい。さんざんに追い立てればそれだけで弱るだろう。

　だが烏賊や蛸となると話は違う。魚に比べ、ぬるぬるとしている上に、足を切り落としたところで数ヶ月もすれば元通りになっているほど生命力がある。足が長いために襲ってくるのを応戦しているだけでは本体に痛みは無いだろう。

「赤い雲の浮かぶ季節だけといったが、ほかの季節にはいないのか」

　赤い雲の時期にしかいないというならば、ほかの季節には別のところに移動しているわけだ。それだけ大きな烏賊なら、話題にもなるだろうに、私はここにくるまで聞いたこともなかった。いくら海が広いとはいっても、まったく聞かないと言うのもおかしな話だった。

　しかし、店主はうなずいた。

「普段の夏、秋にはいなかった。だけど最初に現れたその年から、毎年赤い雲の季節には見かけるようになって、それでも夏の間は誰も襲われなかったからね。きっとあいつは赤い雲の中にしかいられないのさ」

　店主はそう言ったが、私にはそうは思えなかった。もしかしたら、その烏賊は暑さに弱いのではないか、それで夏の間は海底に潜んでいて、冬の間だけ姿を見せるのではないかと、そう考えた。ただ、実際にそれを確認する事はできなかったが。

　ある程度聞きたいことを聞いた私は、店を出ることにした。この店主は、漁師では無いため、噂以上の話は聞けないだろうと思ったからだ。

「主人、そろそろ行くことにする。おもしろい話をありがとう。料理もとてもおいしかった」

　私がそう言うと、主人は笑顔で送ってくれた。

「ありがとうよ。料理が美味かったのはきっと塩のおかげさ。この辺の名物にもなってるんだ。よかったら買って行っておくれ」

「ああ、この村を出るときには是非買い付けて行かせてもらう。…ああ、そうだ。先ほどの烏賊の話だが、もっと詳しい話を聞きたかったら誰に聞けばいい？」

　店主はちょっと考え込んだ後教えてくれた。

「岬にいる青玖って若者を訪ねると良い。あいつだけはこりもせずにあの化け物烏賊を退治しようと頑張っているからね、きっと詳しいだろう」

「ありがとう、ご主人。世話になった」


＊＊＊

　私が岬にある青玖の家を尋ねた時、運のいいことにちょうど彼はそこにいた。というのも、後から聞いた話だが、彼はよく船を出しているため、家にはいないことが多いと言う。

「私の名は理鶴という。貴殿は青玖と見受けられる。怪物烏賊の話を聞きたく思いここを尋ねたが、しばらくおつきあい願えるだろうか」

　青玖と呼ばれるものは、精悍で体躯のよい青年だった。年の頃は十五、六くらいだろう。日々海にでているためか、皮膚は黒く焼け、髪の毛も塩で荒くなっていた。眼光は鋭いがまだ少年としての雰囲気も抜け切れていない、そんな青年だった。

「なにがききたい」

　彼は乱暴に問うてきた。

「そうだな、まず、どのくらいの大きさなのか。そんなに大きな生き物がなにを食べて生きているのか。赤い雲が無い時期にはどこにいっているのか。毎年現れるその烏賊は同じ個体なのか。なぜ赤い雲の時期にしかこないのか。そもそも赤い雲とは何なのか。そのあたりがわかっているなら、聞かせてくれるとありがたい」

　思いつく限りに疑問点を、並べ立てた。すべてを答えてもらいたい訳ではない。わかっているものだけでも聞くことができれば、そこから推測できるものもある。特に私のように各地を旅しているものならば、この地に定住しているものとはまた違った見地からもみられるだろう。

　彼は少し考え込むと身を翻した。

「ついてこい」

　彼は私の方を身もせずに歩き出す。おそらく海の方に行くのだろう。私は彼の後に付いて歩き出した。

　彼は海の方へと向かっていった。村の中を歩く途中に、民家からかすかに機を織る音が聞こえてきた。あの店主が行っていたように、この時期は女は家の中で布を織っているのだろう。それ以外では特に何の生活音も聞こえず、本当に静かなものだった。

　時折、海鳥の鳴き声は聞こえるものの、今は漁をしていないためか、それほど民家に近寄ってこない。風も吹かないため、木の揺れる音、草のそよぐ音、風が家を通り過ぎるときに鳴る音。それらのすべてが無く。静かな漁村だった。

　そして海岸に着いた。このあたりの海辺は砂浜ではなく、岩場になっている。岩場には所々に潮溜まりがあり、青玖はその中の一つの方に歩いていった。

「こっちにこい」

　青玖は潮溜まりの中を指さして言った。近寄って潮溜まりの中をのぞき込むと、そこには数匹のふつうの烏賊がいた。何の変哲もないただの烏賊だ。

「これがどうしたというのだ」

　私がたずねると、彼は今度は海の方を指さした。

「あいつは十五尋くらいある」

「なぜ、そう思う」

「こいつ等の一番長い腕の先の膨らんだ部分が一欠くらいで全長が一尋くらいだ。あいつは全長はわからないが、腕の先だけで一尋くらいある」

　ほう、と感心した。なかなかに論理的だ。もし、自分だけでここまで考えついたなら、この青年は頭がいい。生まれる家さえよければ、それなりに名を残していたかもしれなかった。

　そして彼は潮溜まりの中に小魚を投げ込んだ。

「たぶん餌は魚」

　それは、きっと推測だろう。しかし海の中ではそれほど大きな生物はいない。餌だって大物を数匹食べるよりも、量を多く食べて、その体を保持する方が理にかなっていると言うことは想像に難くはない。

　しばらく、烏賊たちが餌を食べ終えるのを眺めていた。

「他の時期にどこに行っているかはわからない」

「他の時期は海底に潜っているだけで、表層にいないだけとは考えられないか。たとえば、赤い雲の中は魚が多いから、餌を取りに来るなど」

　青年は少し考え込んだ。

「それはたぶん無い。夏の嵐の後なんかも、海が濁って魚がよく獲れるようになるが、あいつがでてきたことは無い」

「その烏賊が暑さに弱いとは考えられないか」

「夏でも嵐の後はかなり海水は冷たい」

　青年は的確に答える。

　話していると感じるが、本当に優秀だ。きっと私が考えつくようなことはこの青年はすべて調べていただろう。

「きっと、餌を探しにきてる」

　これはおそらく、なぜ赤い雲の時期にしか来ないのかと言う質問の答えだろう。ただ、きっと、と言っているため、調べる方法は無いのだろうが。

「赤い雲については…」

　そこで青年は一度言葉を区切ると、烏賊を飼っている潮溜まりの海水をすくって差し出した。

　飲め。と言うことなのだろう。私は彼の掌の水に口をつけた。当然の様に塩辛い。一瞬潮の風味と旨さを感じた後、えぐみにも近いような塩の辛さが口中に広がる。どこにでもあるような海の味だ。私は口をゆがめた。

　私が海水を味わったのを確認すると、青玖は残った掌の水を捨てて、今度は海岸線に歩いていった。私になにを伝えたいのかはわからなかったが、私はその後をついていく。彼は海の水で軽く手をすすぐと、また同じように、今度は海の水を差し出してきた。

　なにが違うものかと、いぶかしみながらもその水を飲む。すると確かに違った。それは塩辛くなかった。多少の塩は感じたが、先ほどの塩が手や口の中にまだ残っていたと考えると、その水は全くの真水と言っても過言ではなかった。

「これは、どういうことだ」

「きっとこれが原因。この時期は風はないし、潮の流れも止まる。そのせいで波が立たず、水も混ざらなくて、表面に真水、底に海水と分かれてしまってる。理由はわからないが、その境界で赤い雲ができる」

　まったく。変わった生き物がいる海は、変わっているということか。

　しかし、この青年はよく調べている。敵を知り、己を知れば百戦危うからずと言うが、それを実践できるものはそれほど多くない。そう考えると、この若者はなかなか見上げたものだった。

　そう、この青玖という若者はその化け物烏賊を退治しようとしているのだ。これだけ聡明なものならばもう方法は考えているのだろう。私はそれに多少の興味を引かれて、尋ねてみることにした。

「それで、貴殿はその怪物烏賊を退治しようとしていると聞いたが、いかにして退治するかは考えているのだろうか」

　私の問いに、彼は少し私の顔をみた。

「笑わないのか」

　何のことか、すぐには理解できなかった。

　なにを笑うのだろうか。彼は何かおかしなことでもしただろうか。とりたてて変わったことをしたようにも思えず、異なことを言った様にも思えず、困惑した。

　しかし、すぐに思い至る。彼は、その烏賊を殺すことなど無理だと笑われていたのだろうと。そもそも、殺さなくても暮らしていけるものを、なぜ命の危険を賭けてまで退治しようとしているのかと、常日頃から言われ続けていたのだろう。

　私はその烏賊をみていなかっため、笑われるほどおかしなことをしているとは思えなかった。危険な生き物がいれば、それを狩るのは当たり前であるし、それに危険を承知で挑む者たちも少なくはないことを知っていた。

「なぜ笑わねばならない。危険な熊は狩らねばならぬ。人を食う虎は殺さねばならぬ。貴殿がしていることもそれと変わらぬだろう」

　彼は少し片眉をあげた。笑われると思っていたのだろうか。

　そしてその朴突な青年と私は先ほどの潮溜まりの方にもどった。

　彼肩に掛けていた荷物から、貝と木の串を取り出した。貝の内側には塗り薬のようなものが納められていた。彼は木の串にその塗り薬を塗ると、私によく見えるようにかざして見せた。

　私がそれを見たのを確認すると、青年は無造作に潮溜まりの中に手を入れ、一匹の烏賊をつかみあげた。それは何気ない動作だったが、何度も繰り返してなれているのだと感じさせた。烏賊もすぐに抵抗し、青玖の腕に足を絡ませてくる。彼はそれを気にもとめずに先ほどの串をその烏賊の足に刺した。

　烏賊は串が刺さると、一転して、逃げようとし始めた。青玖の腕に足を絡ませているのはそのままだ。しかしその足のうち二本を宙にさまよわせて、どこか足場を探すような動作をしていた。青年も、もうやることはしたとばかりに、烏賊を潮溜まりに戻し、手も離した。

　烏賊はすぐに岩の間に隠れてしまった。青年もそれを追おうとはしない。

「毒を使う」青年はそうつぶやいた。「今はまだだめだ。もう一人二人いないと毒が回る前に海に引きずり込まれる」

　彼はどこか、自分に言い聞かせるように言った。いや、それは本当に自分の為だったのだろう。私にはかすかに聞き取れる程度の声量でしかなかった。

　塩溜まりの中には死んだ烏賊が漂っていた。

「きっと、あいつは殺せない。この村には俺に協力してくれる奴はいない。俺は経験がないし、実績も、両親も、信頼もない。…だから」


＊＊＊

　私は青玖と別れ村を歩いていた。

　別れ際の青玖の姿はとてもはかなげに見えたが、私には彼にかける言葉が見つからなかった。きっと彼はもう息詰まってしまっていたのだろう。一人ではもうどうしようもないところまで行ってしまっていたのだろう。

　私はその日はその村に泊まることにした。もう日も傾いてきていて、その日のうちに次の村までたどり着けそうになかったこともある。しかしそれよりも、あのもの寂しそうな青年の姿が気がかりだったからだ。

　そうして、宿を求めて村をさまよっていると、昼に食事をとった定食屋のまえに来た。私は、中に入って宿の場所などを尋ねることにした。

「すまない、宿を探しているのだが、どこにあるか教えてもらえぬか」

　私が店に入ると店主は快く迎えてくれた。

「ああ、昼に来たお人じゃあないか。宿かい。このあたりには無いからさ、うちの部屋を貸してやるよ」

「それは痛みいる」

　私は、店主の提案を受け入れ、その日はその店に泊まることになった。宿のない村というのは往々にしてあるものだし、このようなことも幾度と無く経験しているため、とりたてて変わったものではなかった。

　そして、店主にはいくらか聞きたいこともあった。その日会った青年のことや、この村で作っているという塩のことなど。

「話は変わるが、先ほどまで会っていた青玖という青年についてなのだが」

「ああ、あの子か」と、店主はため息をついた。「多少粗暴なところはあるけど、許してやってくれよ」

　店主の口振りからは、なにかしら同情の様な雰囲気が感じられる。私としても、なぜ彼があれほどまでに怪物烏賊にこだわるのかは気に掛かるところであった。おそらく、なにかしら同情を禁じ得ない理由がありそうだともおもっていた。

「彼はそれほど乱暴ではない、口数こそ少ないが、悪い人間ではない。それよりも、なぜ彼があの烏賊に執着するかが気になるが。知っている限りで良いから教えてもらえないだろうか」

　私が怒っていないことを伝えると、店主は安堵した顔をした。彼はおとなしい人間であるように思えたが、過去に何かしたことでもあるのだろうか。

「烏賊に執着か、確かにそうだろうね。…あの子の父親はあの怪物烏賊に殺されたんだよ。母親はあの子が小さい頃に亡くなっていたからさ。あの烏賊のせいでひとりぼっちになっちまって」

　店主は感極まってきたのか、目ににじんできた涙を拭った。

「やっと恋人ができて、独りでなくなったかと思ったら、その恋人の両親に、孤児なんかに娘をやれるかと反対されてね。それ以来、あの烏賊を退治するくらいの力を付ければ、恋人の両親にも反対されないだろうって思い込んで、烏賊退治に性を出してるのさ」

　何とも悲しい話だ。彼は望んで孤独になったわけではないのに。独りだったから、賢くならなければ生きていけなかったのだろう。それだけ賢くなっても後ろ盾のない人間は弱い。娘の両親が許したくなかった気持ちも分かるが、青年のことを考えると、一人くらいは側にいてあげるべきなんだろうと思った。

「悲惨だな。彼はよく生きてこれたものだ。しかし、粗暴だというのはいったいなぜ。私と会ったときには落ち着いた人物だと思ったものだが」

　先ほど、店主は彼が粗暴だと言ったが。今の話には、彼が乱暴になる要素が見つからない。きっと何か事件を起こしたのだろうと言うことは推測できたが、詳しい話を聞きたかった。

「ああ、村に残ってた若い衆と喧嘩したのさ。若い衆が、あの烏賊を殺せるわけがないとあの子をからかってさ。手が着けられなかったよ。もう冷静に戻っているならいいんだけどさ」

　ふと、何か予感がした。

「店主殿、それはいつの話だ」

「ほんの数日前さ」

　いやな予感だ。

「店主殿、しばらく荷を預かっていてもらえないか。少し様子を見てくる」

　私は店主の返事も待たずに飛び出した。向かうのは海の方だ。

　私の胸騒ぎというのは、おおよそ外れたことがない。勘も鋭い方だ。怪奇單などの真偽も直感に頼った方が正しいことが多い。そして今回は勘などではなく確信めいたものがある。

　村の中を駆ける。人通りのなさも、今回ばかりは好都合だ。

　海岸にたどり着くと、海には一艘の小舟が浮かんでいた。乗っているのは、もちろんあの青年。

「すぐに戻ってこい」

　私は叫ぶ。

　彼は私の声が聞こえたのか、こっちを振り向いた。しかし、もう覚悟は決まっていたのだろう。すぐに前方へと舟をこぐ作業に戻った。馬鹿が、なにを自暴自棄になっているんだ。実力なんて直ぐに付くものじゃあない。信頼だって、あと五年もすれば自ずと集まってくるだろう。いま生き急いでどうする。彼は、自分一人ではなにもできないとわかっていたはずだ。まだ待っていれば機会はあったかもしれなかったのに、なぜそんなに簡単にあきらめてしまうんだ。やめろ。戻ってこい。

　焦燥ばかりが募った。彼の様な人物は生きていればきっと大きくなる。今ここを耐えしのげば一回りも二周りも強くなれるはずだ。どうしても彼をここで死なせたくはなかった。けれど彼はもうずいぶんと岸から離れてしまっていた。そのときの私ではもうどうすることもできなかった。いや、仮定論だった。たとえ彼がもっと陸に近かったとしても、私では説得することはできなかっただろう。

　岸から四、五十軒ほど離れたところで、彼は舟を止め、櫂で海面を叩き始めた。きっと、あの烏賊を誘っているのだろう。

　水音だけが響く。風もなく、波も立たないこの海で、その音はひときわ大きく聞こえた。その音を聞き流しながら、私には彼を見つめることしかできなかった。

　しばらくして、彼は水面を叩くのをやめた。舟の中から、銛を持ち上げて、水面に向かって構えた。右手に一本。左脇に三本を抱えて揺れる舟の上に立っている。きっと、水面下にその烏賊を見つけたのだろう。

　突然、海の中から烏賊の足が飛び出した。

　その足は、彼の乗っている舟に叩きおろされた。巨大な足だ。彼は一尋ほどと言ったが、岸から見る限りでは、それ以上の大きさに見えた。北方のある国では、船で進んでも通り過ぎるのに三日かかると言われる魚の伝説がある。実際、その伝説を作り出したのはこの烏賊の種族なのではないかと思わせるほどである。

　その巨大な足を叩きつけられた為、木でできた舟はその衝撃に耐えきれず、遠目で見てもわかるほど歪んでしまった。

　彼は揺れる舟の上で、器用に動き回り、その足をよける。足場が不安定では動きづらいだろうに、よくできるものだと感心した。

　そして彼は変形してしまった舟に張り付いている足に、銛を突き刺した。しかし、小さい烏賊と違い、それほど巨大烏賊の動きが変わったようには思えない。やはり、体が大きい分毒が回るのも遅いのだろう。相手が象だとしたら彼は蟻の糞だ。いくら武器と毒があったとしても、彼が勝利する姿を想像すらできなかった。

　彼は、波立つ海の上で二本目の銛を放つ機会を伺っていたが、それは叶うことは無かった。

　突然、化け物烏賊が逃げ出した。

　何事だろう。毒が効いたようにも思えず、いぶかしんだが、次の瞬間その疑問は瓦解した。

　海がうねる。彼の舟の近くに湧水の様な環状の水紋が広がった。

「鯨だ」

　それは大きな黒い鯨だった。昼に来たときに沖の方に見えた鯨。その鯨が、巨大な烏賊を追いかけていた。鯨も確かに大きいが、自身の半分くらいもある大きさの烏賊を食べようとは、いったい何の冗談だろう。

　鯨が海面に体をのぞかせたとき、烏賊はもうその口の中に収まっていた。烏賊の足が鯨の頭部を締め付けているが、鯨はなれたもので、烏賊を咀嚼している。

　あの種の鯨はなぜか頭に傷を持つものが多いとは知っていたが、まさかあの種の烏賊を補食しているためとは思わなかった。

　鯨は潮をふくと、海の中に戻っていった。なんともあっけない。

　日はもう斜になっており。海も直ぐに静かに戻った。

　あの青年も戻ってこようとしている。舟から下りて、泳いで舟を引っ張ろうとしているのは、櫂を流してしまったのだろうか。

　しかたない、手伝ってやるか。

　私は、着物を脱いで海に飛び込んだ。


＊＊＊

　あの日の海は想像以上に冷たく、体調をこじらせてしまったため、その後数日はあの村に滞在することになった。

　けれど、そのおかげであの青年と、その恋仲の娘との婚姻も見届けることができ、悪くはなかった。あの青年にはずいぶんとなつかれてしまって、その娘からは不興を買ってしまったが、まあ良い思い出だ。

　ほかにも、ここの村の塩は非常に美味だった。あの赤い雲のせいで美味いののか、あるいは塩が特殊だから赤い雲ができるのかわからないが、おそらくは関係があるだろう。そのため私の商会でも取り扱いたいと思い、夏に作ったと言う塩を買い付けておいた。なかなか売れ行きがよかった為、翌年、定期的な契約をするために再び村を訪れるのだが、まあそれは余談だろう。

　この書を読み、その赤い雲に興味をもった人は、是非一度西吏海岸を訪れてみると良い。そのときは、現地の食事も同時に味わっておくことを勧める。

亥陽帝歴二十六年新緑月九日　府珠にて

（＊）――　　バサースト湾とは、オーストラリアのタスマニア島南西部に位置する湾。湾に流れ込む川の水により、海表面が赤くなっている海として知られる。また、その赤さのために海底に光が届かず、５ｍほど潜ると深度２００ｍ相当の暗さとなり、多数の深海生物たちが生息している。しかし深海生物として有名な、リュウグウノツカイやダイオウイカなどの目撃情報はない。

